















































の Level1 の動画の難易度が適切であったかを見ておく。「VOA クイズ 1」は，Let’s
LearnEnglish,Level1 のイントロダクション，Lesson1，Lesson2 の 3 つの動画を利用
した。一般的な会話が 160wpm 程度だとすると（2），「イントロダクション」と Lesson2
はかなりゆっくり目，Lesson1 はややゆっくり目と言える。
















（2） 実用英語技能検定 2 級のリスニング問題は 140wpm 前後，センター試験のリスニングの場合，全セクション


















































































































































ものである（例：A で学習・準備したフレーズなどを C で使う，C について事前・直前
に教員から与えられる目標・指示（デモ）・アドバイスを C に活かす，学習方法について




いる。例えば，E の振り返りと A の結果（採点結果や試行回数）をもとに VOA クイズ











ていけば，A や B の学習の理解度も向上すると考えられる。A の会話で出てくるフレー
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2.3　受講生の意識調査（事後）
　この授業設計の詳細な評価は，学期末の授業評価アンケート（1 月 19 日実施）精査後
に改めて行なう予定であるが，10 月から 12 月までの実践の手応えとしては，フルオンラ
イン環境ではそれぞれが噛み合って，うまくサイクルになっていたように思う。なお，執
筆時点では，この授業評価アンケートには受講生 24 名中 19 名が回答しており，授業全般
の満足度については，大部分の学生（16/19 名）が，5 段階（5：とても満足～1：とても
不満）で 4 ないし 5 と答えている（それぞれ 7 名，9 名）。
　また，CEFR（共通参照レベル）の自己評価表の記述文を用いて，「聞く」「話す：口頭
でのやりとり」「話す：表現する」の 3 つのスキル領域について，A1～B1 の 3 段階で評
価してもらった。「聞く」力については A1，A2，B1 と自己評価した者がそれぞれ 8 名，
10 名，1 名，「話す：口頭でのやりとり」の力については A1，A2，B1 がそれぞれ 8 名，
11 名，0 名，「話す：表現する」力については A1，A2，B1 がそれぞれ 9 名，8 名，2 名
であった。
表 3　英語力の自己評価（事後）












































































































































































































































































LearnEnglish の Level1 を使った自動採点フィードバックつきのクイズである（13）。学期
開始前に，授業用に毎回の会話練習のテーマと結びつけた VOA クイズを 10 回分，そし
て中間・期末の復習用クイズを用意した（14）。

































will と begoingto に触れた学生が多く（8/17 件），若干名が不安を表明している（（5），（6），










（3） 今まで Will と Begoingto は一緒だと思っていたが，Will が今決めたことで








（4） will と begoingto の違いがあまりよくわかってなかったのでためになった。
（5） 意味を理解した上でテストに答えることは出来ましたが，実際に英語を話す時
に will と begoingto，can と haveto の使い分けが曖昧になってしまうので，
どちらを使うべきかをしっかり理解したい。
（6） will と begoingto の使い分けが曖昧だと感じた。
（7） 今回は少し難しいと思いました。will と begoingto の使い分けもまだ不安です。









（14） jog という表現は，jogging という形が普通だと思っていました。ing をつける
と動名詞になるので，動詞として使う時は ing を外すって感じですか？　





























































がある。彼らのための Duolingo 課題は XP ベースがふさわしく，「基礎英語」では「毎週
100XP」を課題とした（25）。13 週の授業期間で，極端な値を除いた 21 名の平均が 1800XP（約














　教員の解説では Quizlet も使う。図 10 はパターン練習用に用意した Quizlet セットのフ
ラッシュカード画面である。音声も確認できる（29）。「課題」にはしていないがもちろん自
（25） 1 レッスン終了するのに大体 5-10 分かかる。1 レッスンで 10XP たまるので，100XP は大体 50-100 分の計
算になり，1 週間分としては無理のない学習量だと判断した。スキップテストやハードプラクティスなら 1

































　2 節で触れた授業評価アンケート（1 月 19 日実施；19 名回答）では，これらの活動が「自
分の英語力向上に役立ったと思うか」を 5 段階（1：全然役に立たなかった～5：とても役
に立った）で答えてもらっている。いずれの活動についても 4 や 5 の回答が多く，概ね，
意図通りに機能したと言える。全体的な評価が高い順に並べると，Duolingo，歌の聞き取り，













































向けてもらう形にしている（2 節も参照）。以下は「VOA クイズ 2」の振り返りである。「勉
強になった」「復習できた」のような大雑把な反応 5 件を除いてある（34）。実際に使う場面

















































り返りができるような工夫が必要である（5.2 も参照）。1 つには，VOA 課題などの出し
方として，一定期間後に初期のクイズに再度トライさせることを最初から計画しておくこ







































































































































とが見てとれる。2 週目は少人数グループ vs クラス全体，4 週目は「マニュアル」（サン
プルとしてあげてある例文）通りの文 vs サンプルになオリジナル文，5 週目は一往復だ














●　12 週目（12/22）：最初 VOA 難しいと思っていたけど今最初の VOA をやると結
構スラスラ答えられたので英語能力伸びたなと思いました。



















　学生 C は，出来事描写が具体的なのが特徴的である。2 週目は教員のアドバイス，6 週
目はカメラオンでの会話の様子，10 週目は知識へのアクセスが遅いという自覚症状につ





































































●　12 週目（12/22）今までで 1 番カフートでいい成績が取れたのが嬉しかったです。
ランキングで 2 位に一瞬だけだけどなることが出来て凄く嬉しかったです。look































える時間は合計で 30-40 分程度である（3 節）。補足教材として Kahoot を使う場合はこれ
に 20 分加算されるが，GoogleForms のクイズの場合は，進捗をスプレッドシートで確認
しつつ，授業計画の調整（当該授業の時間配分や翌週の内容調整など）を行う。C の会話
練習の時間は，グループを巡視したり，当該授業時のフィードバックを投稿にまとめたり，
解説部分の録画を Stream に上げ，そのリンクをオンデマンド資料 Teams に載せるといっ
た作業に充てる。学生の質問には随時，個別対応する。

















挨拶＋スモールトーク 5 分 （数名）教員と英会話
前回のリアクションペーパー・




















C：会話練習・パターン練習 30-40 分（38） グループ／ペアワーク＋録画
まとめ＋挨拶 5-10 分 課題確認・質問受付など













ン課題が 3 種あるため「カテゴリ」を指定するタグも利用した（図 17）。
　②「グループ」チャネルでは，学生が会議を開き，ペア／グループワークを行う。ペア
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　以上，2 節で説明した「授業・学習のサイクル」を Teams をプラットフォームとして



























トフォームとしての Teams 利用（6 節）とも関わる検討事項である。
　3 節で論じたように，この授業・学習の設計は，フルオンライン環境を想定したもので
はあるが，他の授業方式にも十分適用できると考えている。今後も外部ツールと併用する
形で Teams は利用するつもりであり（6 節），授業方式の如何に関わらず，指導と学習の
目標に沿って授業の質を維持できるよう，作業コストも考慮しつつ，より良い実践方法を
―84―




Bax,S.（2011）.Normalisationrevisited:Theeffectiveuseof technology in language




井上順子・浅野智（2009）‘体験’ を ‘学び’ に変える手法としてのリフレクション：‘行為





fluency:A comparative study ofAsian learners ofEnglishwith differentL 1
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